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主
な
内
容

特
別
委
員
会
中
間
報
告 

市議会会議録は、市役所、図書館、各コミュニティセンターにあるほか、
ホームページでもごらんになれます。（3月定例会会議録は、5月下旬発行・公開の予定です）

伊東市では、郷土にゆかりのある木下杢太郎先生や
北里柴三郎先生にちなんだイベントを実施します。

大室山が生み出した自然の造形大室山が生み出した自然の造形

大室山の火山活動は、城ヶ崎の変化に富んだ海岸線やさまざまな奇岩など多くの名所を生み出しました。

市では、池地区の協力を受け、大室山の国指定天然記念物の指定（国内で3例目）に向けた取り組みを行っています。

スコリ
アラフ

ト（さく
らの里

）

穴の原
溶岩洞

穴（さく
らの里

）

ポット
ホール（

城ヶ崎
海岸）

柱状節
理（城ヶ

崎海岸
）

大室山全景



市
長
施
政
方
針
（
要
旨
） 

○総合計画策定事業 

○基幹系情報セキュリティ強化対策事業 

○敬老の日記念行事事業 

○老人福祉施設ＡＥＤ借上げ事業 

○誕生祝金事業 

○循環型社会形成推進地域計画作成事業 

○地場野菜地産地消対策補助事業 

○宇佐美漁港養浜調査委託事業 

○さくらの里トイレ（多目的）及び園路整備事業 

○伊東温泉芸妓文化施設整備補助事業 

○元気ある商店街づくり応援事業 

○あんしん通学路施設整備事業 

○鉄道施設老朽化対策補助事業 

○育英奨学入学時貸付金事業 

○小学校施設耐震化事業 

○中学校施設耐震化事業 

○幼稚園施設耐震化事業 

■主な新規事業 
（千円)

■平成21年度各会計予算
◎=全会一致で可決、○=賛成多数で可決（単位：千円、％)

（全体では64の新規事業があります）

※病院事業会計及び水道事業会計については、収益的支出額と資本的支出額の合計額。

会　計
区　分

当初予算額
前年度
対　比

審議
結果

一 般 会 計

下 水 道 事 業

競 輪 事 業

国民健康保険事業

土 地 取 得

老 人 保 健

霊 園 事 業

介 護 保 険 事 業

介護老人保健施設

後期高齢者医療

病 院 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

合 計

20,980,000

2,244,000

13,766,000

9,752,000

33,200

74,500

70,400

4,805,832

39,400

1,363,676

4,102,679

2,845,118

60,076,805

98.5

102.3

98.9

97.8

52.0

10.2

78.0

100.3

100.0

176.7

103.5

99.3

99.0

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

特

別

会

計

　
初
め
に
、
我
が
国
の
経
済
は
、

深
刻
な
経
済
危
機
に
直
面
し
て

お
り
、
当
面
悪
化
が
続
く
と
見

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お

い
て
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
独

自
の
緊
急
経
済
対
策
を
打
ち
出

し
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
商
店
街
、

漁
業
者
へ
の
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
一
億
七
〇
〇
〇
万
円
規

模
に
よ
る
追
加
の
緊
急
経
済
雇

用
対
策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
も
国
会
の
審

議
状
況
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、

市
民
の
立
場
に
立
っ
た
経
済
雇

用
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
、
市
長
就
任
以

来
﹃
伊
東
再
生
﹄
を
最
重
要
課

題
に
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
、

﹁
健
康
﹂
、
﹁
観
光
﹂
、
﹁
改
革
﹂

の
﹁
３
つ
の
Ｋ
﹂
を
柱
に
し
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、﹁
伊
東
市

シ
ス
テ
ム
﹂
を
構
築
し
、﹁
現
場

主
義
﹂
、
﹁
目
的
指
向
﹂
、
﹁
意
識

改
革
﹂に
力
を
注
ぎ
、
私
自
身
も

積
極
的
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
行
政
の
生
産
性

の
向
上
に
効
果
を
も
た
ら
し
、

財
源
確
保
に
光
明
を
見
い
出
し

た
ほ
か
、
元
気
の
あ
る
地
域
づ

く
り
応
援
事
業
等
、
地
域
活
性

化
に
寄
与
す
る
事
業
を
創
設
し
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
新
市
民
病
院
は
、
平

成
二
五
年
の
開
院
に
向
け
着
手

し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
競
輪
事

業
の
さ
ら
な
る
経
営
改
善
、
富

士
山
静
岡
空
港
の
利
用
促
進
、

ご
み
処
理
施
設
の
老
朽
化
等
の

課
題
も
山
積
し
、
こ
れ
ら
は
私

に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
し
て
、

立
ち
向
か
う
べ
く
強
く
決
意
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
は
、
﹃
伊
東
再

生
﹄
か
ら
﹃
伊
東
創
造
﹄
へ
と
目

標
を
高
め
、﹁
３
つ
の
Ｋ
﹂
に
、

﹁
経
済
対
策
﹂、﹁
子
育
て
支
援
﹂
、

﹁
教
育
﹂
、
﹁
環
境
﹂
、
﹁
危
機
管

理
﹂
を
加
え
た
﹁
Ｉ
Ｔ
Ｏ
８
Ｋ
﹂

と
し
て
市
政
運
営
に
当
た
る
こ
と

で
市
民
生
活
の
一
層
の
向
上
を
図

り
、
﹁
住
み
た
い
　
訪
れ
た
い
　

自
然
豊
か
な
　
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち

　
伊
東
﹂
の
実
現
を
、
さ
ら
に
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３月定例会を２月２３日から３月２４日までの３０日間の会期で開会しました。

平成21年3月定例会 
平成21年度一般会計予算を賛成多数で可決！ 

9特別会計、2企業会計についても可決 
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■
平
成
二
一
年
度
伊
東
市
一
般

会
計
予
算
　
　
　
　
　
　
　

︽
反
対
︾
　
日
本
共
産
党

　
市
内
業
者
へ
の
支
援
策
、
南

小
、
対
中
屋
内
運
動
場
耐
震
補

強
、
子
育
て
支
援
策
は
評
価
す

る
が
、
子
供
に
係
る
医
療
費
の

さ
ら
な
る
助
成
、
富
戸
保
育
園

の
指
定
管
理
へ
の
移
行
に
際
し
、

保
育
内
容
の
継
続
を
願
う
。

　
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
に
係
る
建
設

事
業
よ
り
も
、
案
内
板
等
、
真

に
必
要
な
観
光
施
策
を
優
先
す

る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
善
意
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、

経
費
は
予
算
化
す
べ
き
で
あ
る
。

　
真
の
循
環
型
社
会
の
形
成
に

向
け
、
市
民
と
の
協
働
を
強
め

る
た
め
に
も
、
推
進
計
画
の
策

定
は
、
委
託
に
よ
る
べ
き
で
は

な
く
、
学
校
給
食
に
係
る
消
滅

式
生
ご
み
処
理
機
の
導
入
は
、

環
境
教
育
の
面
か
ら
も
再
考
を

求
め
る
。
さ
ら
に
、
本
来
、
県

が
負
担
す
べ
き
負
担
金
や
支
出

先
の
不
明
確
な
負
担
金
の
計
上

や
、
健
康
保
養
地
づ
く
り
事
業

に
お
け
る
筋
力
向
上
マ
シ
ン
が
、

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
で
一
握
り
の
人

の
み
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
問
題
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

︽
賛
成
︾
　
清
峰
ク
ラ
ブ

　
行
財
政
改
革
の
成
果
に
よ
り
、

他
の
市
町
村
が
、
財
政
調
整
基

金
を
取
り
崩
し
て
予
算
編
成
を

行
っ
て
い
る
状
況
か
ら
見
れ
ば
、

堅
実
型
の
予
算
と
言
え
る
。

　
七
・
七
％
、
四
億
四
二
五
四

万
円
の
減
で
、
県
内
一
位
の
削

減
率
と
な
っ
た
人
件
費
等
の
義

務
的
経
費
の
削
減
を
図
る
一
方
、

各
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
改
修
事
業
、

元
気
の
あ
る
商
店
街
づ
く
り
応

援
事
業
、
商
店
街
の
施
設
改
修

事
業
へ
の
助
成
、
森
林
整
備
等

の
事
業
、
対
中
、
南
小
の
屋
内

運
動
場
耐
震
化
工
事
等
、
投
資

的
経
費
の
確
保
に
努
め
、
効
率

的
で
、
め
り
張
り
の
き
い
た
予

算
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
入
湯
税
や

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
落
ち
込
み

は
、
看
過
で
き
な
い
も
の
が
あ

り
、
市
民
税
の
落
ち
込
み
等
に

対
し
、
国
か
ら
の
税
源
移
譲
が

十
分
な
さ
れ
て
い
な
い
点
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
、
国
・
県
へ
の
働
き

か
け
を
お
願
い
し
、
賛
成
す
る
。

︽
賛
成
︾
　
公
明
党

　
市
長
は
、
厳
し
い
経
済
状
況

を
打
破
す
る
た
め
の
緊
急
経
済

対
策
等
に
、
い
ち
早
く
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
に
期

待
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
状

況
に
際
し
、
迅
速
、
か
つ
切
れ

目
な
い
一
層
の
施
策
の
展
開
を

要
望
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
﹁
伊
東
再
生
﹂

に
向
け
た
﹁
伊
東
市
シ
ス
テ

ム
﹂
の
構
築
や
、
財
源
確
保
へ

の
取
り
組
み
、
ま
た
、
本
市
の

活
性
化
へ
の
、
元
気
あ
る
地
域

づ
く
り
応
援
事
業
、
い
と
う
の

日
事
業
等
の
創
設
は
、
一
定
の

成
果
を
上
げ
て
き
た
。

　
今
後
の
﹁
伊
東
創
造
﹂
に
向

け
、
新
市
民
病
院
建
設
、
競
輪

事
業
の
さ
ら
な
る
経
営
改
善
、

富
士
山
静
岡
空
港
の
利
用
促
進
、

ご
み
処
理
施
設
の
老
朽
化
へ
の

対
応
等
の
諸
課
題
に
対
し
、
市

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
、

こ
の
四
年
間
の
成
果
を
土
台
と

し
た
、
市
民
の
立
場
に
立
っ
た

施
策
の
実
施
を
期
待
す
る
。

　
以
上
申
し
述
べ
、
賛
成
す
る
。

︽
賛
成
︾
　
正
風
・
興
志
会

　
現
場
主
義
に
よ
る
市
民
ニ
ー

ズ
の
的
確
な
把
握
に
基
づ
き
、

市
道
改
良
や
通
学
路
の
整
備
、

南
小
、
対
中
の
屋
内
運
動
場
耐

震
化
、
観
光
振
興
の
積
極
的
な

予
算
計
上
の
ほ
か
、
子
供
に
係

る
医
療
費
助
成
の
拡
大
、
誕
生

祝
金
及
び
学
校
入
学
時
の
貸
付

金
制
度
の
創
設
等
を
展
開
す
る

一
方
、
人
件
費
を
初
め
と
す
る

各
種
経
費
の
削
減
、
市
民
の
健

康
増
進
や
観
光
等
に
係
る
積
極

的
な
施
策
の
展
開
に
よ
り
、
財

政
健
全
化
へ
の
道
筋
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
雇
用
創
出
等
に
係

る
諸
事
業
や
、
付
加
価
値
商
品

券
発
行
事
業
等
に
よ
り
、
市
内

経
済
活
性
化
の
効
果
を
期
待
す

る
が
、
市
民
福
祉
の
観
点
か
ら
、

事
務
事
業
の
一
層
の
見
直
し
に

よ
る
収
入
財
源
の
確
保
等
を
図

り
、
新
病
院
建
設
計
画
、
公
共

施
設
の
耐
震
化
等
、
本
市
全
体

に
係
る
施
策
の
展
開
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
市
長
に
お
い

て
は
、
継
続
し
て
市
政
運
営
に

当
た
り
、
市
民
生
活
の
一
層
の

向
上
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
、

賛
成
す
る
。

︽
賛
成
︾
　
会
派
民
政

　
元
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
応

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
要
綱
に

沿
っ
た
執
行
を
、
ま
た
、
健
康

保
養
地
づ
く
り
事
業
に
関
し
、

健
脳
健
身
教
室
に
係
る
機
器
は
、

市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
設
置
場
所
の
変
更
を
含
め

改
善
を
希
望
す
る
。

　
さ
ら
に
、
新
市
民
病
院
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
コ
ン
ペ
の
公
平
性
に
疑
問
を

呈
す
る
と
と
も
に
、
予
算
の
執

行
に
当
た
り
、
十
分
な
説
明
責

任
を
果
た
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

　
ま
た
、
敬
老
の
日
記
念
行
事

に
つ
い
て
は
、
全
体
行
事
か
ら

地
域
行
事
へ
の
移
行
を
速
や
か

に
進
め
る
努
力
を
、
公
共
建
築

物
の
耐
震
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

他
事
業
に
優
先
し
た
事
業
執
行

を
望
む
。

　
さ
ら
に
、
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
へ

の
こ
れ
以
上
の
市
費
の
投
入
は

や
め
、
自
力
で
の
運
営
に
努
力

平成21年度
伊東市一般会計予算起立採決

（概要）
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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

全会一致

で承認　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

市認第19号

市議第42号

市議第43号

市議第44号

市議第45号

市議第46号

市議第47号

市議第48号

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

平成20年度伊東市競輪事業特別会計

補正予算（第２号）専決処分の報告

承認について

伊東市職員の勤務時間、休日及び休暇

等に関する条例の一部を改正する条例

伊東市職員等旅費支給条例の一部を

改正する条例

伊東市収入印紙等購入基金条例

伊東市税賦課徴収条例の一部を改正

する条例

伊東市手数料徴収条例の一部を改正

する条例

伊東市介護従事者処遇改善臨時特例

基金条例

伊東市介護保険条例の一部を改正す

る条例

　開催増に伴う場外車券売上金の追加と、これに伴

う各種経費の追加のため、歳入歳出にそれぞれ14

億2,521万7,000円を追加した専決処分の報告承認。

　職員の勤務時間を１日当たり８時間から７時間

45分とするとともに休息時間を廃止する。

　職員が公務上、市内の移動に自家用車を使用し

た際の車賃として１km当たり23円を支給する。

　収入印紙、登記印紙及び郵便切手類の取り扱い

を円滑かつ効率的に行うに当たり、収入印紙等の

購入基金を設置する。

　地方税法の一部を改正する法律（平成20年法律

第21号）の施行に伴い、個人市民税の控除の対象

となる寄附金を拡充する。

　建築基準法に規定する既存不適格建築物の工事

の全体計画の認定等の手数料及び長期優良住宅の

普及及び促進に関する法律（平成20年法律第87

号）が施行されることに伴い、同法５条の認定等

の手数料を設定する。

　国から交付される介護従事者処遇改善臨時特例

交付金を原資に、介護報酬改定に伴う保険料への

影響を抑制することを目的とする基金を設置する。

　介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の

算定等に関する政令の一部を改正する条例（平成

20年政令第328号）の施行により、平成21年度か

ら平成23年度までの保険料について特例措置が設

けられたことに伴う改正。

市議会3月定例会で審議した議案等 

つ
い
て
も
積
極
的
に
予
算
措
置

さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
、
賛
成

す
る
。

■
平
成
二
〇
年
度
伊
東
市
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
四
号
︶

︽
賛
成
︾
　
日
本
共
産
党

　
定
額
給
付
金
は
、
自
・
公
政

権
の
選
挙
対
策
と
批
判
さ
れ
、

国
民
の
約
八
割
が
反
対
を
表
明

し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
成
立

し
た
が
、
生
活
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
路
上
生
活
者
な
ど
の

住
民
登
録
の
な
い
人
や
、
家
庭

内
暴
力
で
夫
か
ら
逃
げ
て
い
る

被
害
者
等
へ
の
支
給
が
困
難
で

あ
る
こ
と
、
こ
の
七
年
間
で
、

国
民
は
、
約
五
〇
兆
円
も
の
負

担
増
を
強
い
ら
れ
て
き
た
た
め
、

わ
ず
か
二
兆
円
の
給
付
で
は
、

景
気
回
復
へ
の
効
果
は
期
待
で

き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本

共
産
党
は
、
社
会
保
障
な
ど
に

有
効
に
使
う
べ
き
で
あ
る
と
主

張
し
て
き
た
。

　
一
方
、
受
給
の
権
利
は
国
民

の
意
思
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、
自
治
体
が
そ

の
権
利
を
奪
う
べ
き
で
は
な
く
、

支
給
事
務
の
遂
行
を
妨
げ
る
べ

き
で
は
な
い
と
の
立
場
か
ら
、

賛
成
す
る
。

さ
れ
た
く
、
強
く
望
む
。

　
以
上
、
何
点
か
の
事
業
に
お

け
る
思
い
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
よ
り
よ
い
事
業
の
執
行

を
信
じ
、
賛
成
す
る
。

︽
賛
成
︾
　
自
民
輝
　

　
新
年
度
は
、﹁
伊
東
創
造
﹂
へ

と
目
標
を
高
め
、
従
来
の
﹁
３
つ

の
Ｋ
﹂
に
﹁
経
済
対
策
﹂
、﹁
子
育

て
支
援
﹂
、﹁
教
育
﹂
、﹁
環
境
﹂
、

﹁
危
機
管
理
﹂
を
加
え
、﹁
Ｉ
Ｔ
Ｏ

８
Ｋ
﹂
と
し
て
市
政
運
営
に
当

た
り
、
市
民
生
活
の
一
層
の
向

上
を
図
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
新

市
民
病
院
の
建
設
に
係
る
実
施

設
計
の
実
施
、
基
金
の
積
み
立

て
等
に
よ
る
前
進
、
観
光
施
策

に
お
け
る
各
種
施
設
の
整
備
や

ソ
フ
ト
の
工
夫
等
、
積
極
的
な

姿
勢
を
評
価
す
る
。

　
ま
た
、
経
済
対
策
に
係
る
諸

事
業
、
地
場
野
菜
の
安
全
供
給

や
地
産
地
消
に
係
る
新
規
事
業

の
創
設
等
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
伊
東
っ
子
誕
生
祝

金
や
入
院
医
療
費
の
中
学
校
卒

業
ま
で
の
助
成
、
小
・
中
学
校

屋
内
運
動
場
の
耐
震
化
事
業
等
、

子
育
て
や
教
育
に
係
る
事
業
に

21
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 提出者 審議結果

第66代議長

楠田一男

市議第49号

市議第50号

市議第51号

市議第52号

市議第53号

市議第54号

市議第55号

市議第56号

市議第65号

市議第66号

市議第77号

市議第78号

発議第８号

発議第９号

発議第10号

発議第11号

発選第４号

発選第５号

発選第６号

市諮第１号

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

議会

議員

６名

議員

６名

議会

議会

議会

議会

市長

伊東市祝金条例

伊東市乳幼児医療費助成条例の一部

を改正する条例

伊東市国民健康保険条例の一部を改

正する条例

伊東市土地開発公社定款の一部変更

について

静岡地方税滞納整理機構を組織する

地方公共団体の数の減少について

静岡県後期高齢者医療広域連合を組織

する地方公共団体の数の減少について

伊東温泉観光・文化施設東海館の指

定管理者の指定について

平成20年度伊東市一般会計補正予算

（第３号）以下、７特別会計と２企

業会計補正予算

平成21年度伊東市一般会計予算、以

下、９特別会計と２企業会計予算

平成20年度伊東市一般会計補正予算

（第４号）

議長辞職願について

今後の保育制度の検討に係る意見書

「地震防災対策強化地域における地

震対策緊急整備事業に係る国の財政

上の特別措置に関する法律」の延長

に関する意見書

掬川武義君の議員辞職について

議長選挙

常任委員会委員の所属変更について

医療問題特別委員会の補欠選任について

人権擁護委員候補者の推薦について

　新たに創設する誕生祝金及び敬老祝金を整理し

た長寿祝金を市民に贈呈する。

　受給対象年齢の拡充、所得制限の解除及び入院

時食事療養標準負担額に係る助成の廃止。

　児童福祉法等の一部を改正する法律（平成20年

法律第85号）の施行に伴い、被保険者適用除外規

定に小規模住居型児童養育事業を行う者を加える。

　一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及

び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関す

る法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法

律（平成18年法律第50号）の施行に伴う定款の一

部変更。

　平成20年11月１日に由比町が静岡市に編入合併

したこと等により、広域連合を組織する地方公共

団体の数が減少することの協議について議決を求

める。

　一般社団法人伊東観光協会を指定。

　平成20年度伊東市一般会計の予算の総額を223

億7,638万8,000円とするほか、７特別会計と２企

業会計について補正。

　※予算の概要については、２ページをごらんく

ださい。

　定額給付金給付事業や付加価値商品券事業実行

委員会負担金の追加など、歳入歳出にそれぞれ13

億7,984万２,000円を追加する。

　佐藤一夫議長の議長辞職。

　内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣ほか関

係機関に提出。

　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学

大臣、厚生労働大臣、農林水産大臣、国土交通大

臣、内閣府特命担当大臣（防災）、消防庁長官、

林野庁長官、水産庁長官ほか関係機関に提出。

　掬川武義議員の議員辞職。

　有効投票20票のうち、楠田一男議員11票、伊東

良平議員６票、佐藤美音議員３票。

　佐藤一夫議員を常任福祉文教委員会へ、楠田一

男議員を常任総務委員会へ所属変更。

　佐藤一夫議員

　松本孝氏（宇佐美）

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

※2ページを

ごらんくだ

さい

全会一致

で可決　

全会一致で許可

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致で許可

全会一致

で可決　

全会一致で可決

全会一致で同意

　
佐
藤
一
夫
議
長
か
ら
辞
職
願
が

提
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
三
月

九
日
の
本
会
議
に
お
い
て
選
挙
を

行
い
、
楠
田
一
男
議
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

■
常
任
総
務
委
員
会

　
新
　
楠
田
一
男
委
員

　
旧
　
佐
藤
一
夫
委
員

■
常
任
福
祉
文
教
委
員
会

　
新
　
佐
藤
一
夫
委
員

　
旧
　
楠
田
一
男
委
員

　
※
副
委
員
長
に
土
屋
進
委
員
を

　
　
互
選

■
医
療
問
題
特
別
委
員
会

　
新
　
佐
藤
一
夫
委
員

　
旧
　
楠
田
一
男
委
員

　
三
月
二
四
日
、
掬
川
武
義
議
員

が
辞
職
し
ま
し
た
。
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伊東市民病院

会派民政
掬川武義議員

正風・興志会
久保谷廠司議員

　
地
方
自
治
体
が
設
置
し
て
い

る
公
立
病
院
の
う
ち
、
約
一
〇

〇
病
院
が
入
院
の
受
け
入
れ
休

止
に
追
い
込
ま
れ
、
約
五
〇
病

院
が
廃
院
・
民
間
移
譲
な
ど
運

営
形
態
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
報
道
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
医
師

不
足
に
よ
り
患
者
を
ふ
や
せ
ず
、

経
営
悪
化
等
に
よ
り
赤
字
が
膨

ら
む
悪
循
環
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
市
立
市
民
病
院
と

な
り
八
年
が
経
過
し
た
が
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
充
実
が

さ
れ
て
き
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
民
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る

新
病
院
の
建
設
に
着
手
す
る

市
長

　
市
立
伊
東
市
民
病
院
の
開
院

以
来
、
二
四
時
間
体
制
の
第
二

次
救
急
医
療
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
市
民
か
ら
要
望
の
多
か

っ
た
五
診
療
科
を
増
設
す
る
な

ど
、
本
市
の
医
療
充
実
の
た
め

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
施
設
改
修
、
高
度
医

療
機
器
の
充
実
な
ど
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
、
医
師
等
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
が
図
ら
れ
、
安
定
的

な
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
高
度
化
す
る
医
療

に
対
応
可
能
な
機
能
整
備
は
、

現
施
設
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

市
民
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る

新
病
院
の
建
設
に
着
手
す
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
新
年
度
に
お
け
る
総
合
計
画

策
定
事
業
の
進
め
方

■
市
内
経
済
の
現
状
認
識
と
経

済
対
策
の
予
算
へ
の
反
映
は

■
市
内
活
性
化
の
た
め
新
規
事

業
を
ど
う
配
慮
し
た
か

■
新
市
民
病
院
建
設
に
係
る
実

施
設
計
の
発
注
方
法

■
ゴ
ル
フ
環
境
を
整
え
、
競
技

者
を
増
加
さ
せ
る
べ
き
で
は

■
既
に
提
出
さ
れ
た
答
申
を
踏

ま
え
、
未
実
施
の
四
中
学
校

の
給
食
実
施
に
つ
い
て

■
武
道
必
修
へ
の
今
後
の
対
応

や
、
多
く
の
生
徒
が
楽
し
め

る
た
め
の
部
活
動
へ
の
配
慮

　
昭
和
五
九
年
に
運
転
を
開
始

し
た
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
一
一
年
に
駿
豆
地
区
広
域

市
町
村
圏
協
議
会
で
広
域
処
理

施
設
建
設
へ
の
準
備
が
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
建
設
ま
で
の
過

渡
的
施
設
と
し
て
の
役
割
を
考

え
て
い
た
が
、
建
設
の
見
通
し

が
立
た
な
く
な
っ
た
た
め
、
本

市
独
自
で
の
長
期
的
な
運
用
が

必
要
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
た
び
た
び
運
転
停

止
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、

運
用
が
懸
念
さ
れ
る
焼
却
炉
改

修
計
画
の
進
捗
状
況
と
駿
豆
地

区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
の
方

向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

﹁
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域

計
画
﹂
を
作
成
し
、
整
備
方
法

等
を
検
討
す
る

市
長

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
の
整
備

は
、
近
隣
市
町
の
ご
み
処
理
量

や
施
設
状
況
を
勘
案
す
る
と
、

単
独
で
の
整
備
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
﹁
循
環
型
社
会
形
成
推

進
地
域
計
画
﹂
を
作
成
し
、
ご

み
処
理
施
策
や
処
理
量
の
推
移
、

焼
却
炉
の
規
模
、
整
備
方
法
等

を
検
討
し
、
財
政
状
況
を
勘
案

し
た
中
で
早
期
実
現
に
努
め
る
。

　
駿
豆
地
区
広
域
市
町
村
圏
協

議
会
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

広
域
行
政
圏
の
要
綱
が
本
年
三

月
末
で
廃
止
さ
れ
る
が
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
業
務
も
あ
る

の
で
、
関
係
市
町
と
協
議
し
て

決
め
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
今
後
の
経
済
見
通
し
と
新
年

市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
市
立

市
民
病
院
の
充
実
が
さ
れ
て

き
て
い
る
の
か
伺
う

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
の
改
修
計

画
及
び
駿
豆
地
区
広
域
市
町
村

圏
協
議
会
の
方
向
性
に
つ
い
て

平成21年度%各会計予算及び市長の政治姿勢について

（全会派から）6議員が登壇 （登壇順に掲載）

市 議 会 だ よ り
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環境美化センター

市立保育園の子供たち

日本共産党
佐藤美音議員

公明党
鳥居康子議員

度
事
業
に
経
済
対
策
が
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か

■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
及
び
国

内
観
光
客
の
誘
致
施
策

■
新
病
院
建
設
に
お
け
る
市
長

の
基
本
的
な
考
え
方
と
財
源

手
だ
て
や
医
師
の
確
保

■
大
池
・
富
戸
・
池
小
体
育
館

の
耐
震
計
画
と
西
小
体
育
館

の
耐
震
診
断
及
び
方
向
性

■
市
長
の
こ
の
四
年
間
の
市
政

運
営
の
総
括
と
今
後
の
市
政

運
営
に
つ
い
て

　
児
童
福
祉
法
で
は
、
す
べ
て

の
児
童
は
ひ
と
し
く
生
活
を
保

障
さ
れ
、
国
や
自
治
体
は
、
保

護
者
と
と
も
に
、
児
童
を
育
成

す
る
義
務
を
負
う
こ
と
等
を
規

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
育

行
政
は
、
国
や
自
治
体
の
責
任

の
も
と
に
行
わ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
日
、
国

は
、
今
後
の
保
育
行
政
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
保
育
所
と
保
護

者
と
の
直
接
契
約
制
度
や
、
保

育
料
の
応
益
負
担
、
ま
た
、
財

政
負
担
の
利
用
者
へ
の
直
接
補

助
へ
の
切
り
か
え
等
、
公
的
保

育
を
崩
す
内
容
の
制
度
を
導
入

す
る
と
の
考
え
を
示
唆
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
方
向
性
に
対

す
る
考
え
を
伺
う
と
と
も
に
、

国
に
対
し
、
国
や
自
治
体
が
責

任
を
持
っ
て
子
供
を
育
成
す
る

べ
き
で
あ
る
と
の
原
則
を
引
き

続
き
求
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

問
題
点
に
つ
い
て
は
国
に
改
善

を
求
め
て
い
く

市
長

　
国
は
、
保
育
は
必
要
と
す
る

す
べ
て
の
子
供
に
保
障
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
未
来
へ
の

投
資
で
あ
る
と
し
て
、
国
や
自

治
体
の
公
的
責
任
を
明
確
に
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
育
所
と

の
直
接
契
約
制
度
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
が
利
用
者
の
自
己
責
任

と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解

す
る
が
、
問
題
点
に
つ
い
て
は
、

国
に
改
善
を
求
め
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
自
公
政
権
の
行
き
詰
ま
り
に

よ
る
国
民
生
活
の
苦
難
へ
の

考
え
と
市
政
の
果
た
す
役
割

■
新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策

・
市
民
病
院
の
人
材
確
保

■
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成

■
中
学
校
給
食
の
全
校
実
施

■
施
政
方
針
の
循
環
型
社
会
形

成
に
係
る
具
体
的
内
容
と
学

校
へ
の
生
ご
み
処
理
機
導
入

■
地
産
地
消
へ
の
具
体
的
施
策

　
今
日
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
数
は
ス
タ
ー
ト
時
の
二
倍
を

超
え
る
状
況
で
あ
り
、
高
齢
者

の
生
活
を
支
え
る
制
度
と
し
て

定
着
し
つ
つ
も
、
利
用
者
増
加

に
伴
い
費
用
も
増
大
し
て
い
る
。

　
平
成
一
八
年
四
月
に
は
、
予

防
重
視
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
な

ど
を
主
と
し
た
介
護
保
険
法
の

改
正
が
行
わ
れ
た
。

　
本
市
の
高
齢
化
率
は
三
〇
％

に
達
し
、
要
介
護
・
支
援
認
定

比
率
は
一
四
・
三
二
％
を
示
し
、

今
後
の
介
護
保
険
事
業
の
役
割

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
第
四
期
介
護
保
険

事
業
計
画
は
ど
の
よ
う
な
点
に

留
意
し
た
の
か
。
ま
た
、
平
成

二
六
年
ま
で
の
目
標
値
と
し
て

要
介
護
認
定
者
数
に
対
す
る
施

設
・
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数

の
割
合
、
介
護
保
険
施
設
等
の

重
度
者
の
重
点
化
に
係
る
本
市

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
二
六
年
度
の
目
標
値
を
基

本
方
針
と
し
計
画
を
策
定
す
る

市
長

　
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
第
三
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
初
年
度
で

あ
る
平
成
一
八
年
度
か
ら
平
成

二
六
年
度
ま
で
の
目
標
値
を
基

本
と
し
、
さ
ら
に
三
年
ご
と
に

見
直
し
を
し
て
、
第
四
期
介
護

保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
も

の
で
あ
る
。
主
な
内
容
は
、
日

常
生
活
圏
域
で
の
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
充
実
を
図
る
た
め
の

計
画
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
新
年
度
予
算
及
び
事
業
の
執

行
に
つ
い
て
伺
う

・
施
策
の
展
開
に
つ
い
て

・
人
件
費
等
に
つ
い
て

・
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
よ

る
事
前
の
対
応
に
つ
い
て

・
消
防
の
広
域
化
実
施
計
画

の
準
備
と
目
的
に
つ
い
て

・
学
校
等
公
共
施
設
の
耐
震

化
計
画
に
つ
い
て

保
育
行
政
に
対
す
る
公
的
責
任

の
あ
り
方
を
踏
ま
え
、
国
の
示

す
方
向
性
へ
の
考
え
を
伺
う

第
四
期
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
に
お
け
る
留
意
点
に
つ

い
て

市 議 会 だ よ り
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本市の高齢化率の推移

伊東駅前付近

施設園芸（マンゴー等）

自民輝21

稲葉正仁議員

清峰クラブ

佐々木　清議員

30

28

26

24

22

20

（％）

H15H14 H20H16 H17 H18 H19

24.6
23.7

30.0

25.3

26.2

27.5

28.8 ・
老
朽
化
し
た
橋
り
ょ
う
の

整
備
計
画
に
つ
い
て

　
伊
東
駅
周
辺
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
、
昨
年
春
の
勉
強
会
で

伺
っ
た
内
容
は
、
Ａ
地
区
に
お

い
て
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
事

業
実
施
に
入
る
計
画
で
あ
る
と

理
解
し
た
。
施
政
方
針
に
お
い

て
、
計
画
実
現
に
向
け
た
調
査

や
準
備
を
進
め
る
旨
の
内
容
が

示
さ
れ
た
が
、
先
進
地
の
視
察

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
と
共
同
で
作
業
を

進
め
る
こ
と
な
ど
の
必
要
性
を

感
じ
た
こ
と
か
ら
も
、
さ
ら
に

踏
み
込
ん
だ
対
応
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
松
川
周
辺
の
整
備
に

お
い
て
は
、
太
鼓
橋
の
建
設
等
、

温
泉
情
緒
に
配
慮
し
た
演
出
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
業
の

活
性
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
さ
ら
に
、
県
道
伊
東
修
善
寺

線
の
改
良
計
画
に
係
る
着
実
な

事
業
推
進
を
望
む
が
、
現
状
と

今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

改
良
整
備
の
必
要
性
は
認
識
し

て
お
り
、
財
政
状
況
等
を
考
慮

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

市
長

　
伊
東
駅
前
整
備
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
経
済
状
況
下
、
事
業
展

開
の
方
策
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
討
し
、
松
川
周
辺
整
備

に
つ
い
て
は
、
東
海
館
を
中
心

に
電
線
類
地
中
化
や
修
景
事
業

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
太
鼓
橋
も
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
県
道
伊
東
修
善
寺
線

を
初
め
、
そ
の
他
の
道
路
も
含

め
て
、
周
辺
環
境
に
適
応
し
た

改
良
整
備
の
必
要
性
は
認
識
し

て
お
り
、
財
政
状
況
等
も
考
慮

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
新
病
院
建
設
に
伴
う
経
済
効

果
と
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

拠
点
と
し
て
の
整
備

■
第
四
次
伊
東
市
総
合
計
画
策

定
に
対
す
る
考
え
方

■
産
業
の
振
興
策

■
﹁
伊
東
創
造
﹂
に
お
け
る
、

﹁
経
済
対
策
﹂
、
﹁
子
育
て

支
援
﹂、﹁
教
育
﹂、﹁
環
境
﹂
、

﹁
危
機
管
理
﹂
に
つ
い
て

　
市
内
経
済
の
活
性
化
に
は
、

農
林
水
産
業
の
振
興
が
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
農
家

の
持
つ
既
存
の
資
源
の
活
用
と

と
も
に
、
新
し
い
感
覚
の
導
入

に
よ
り
、
農
業
に
対
す
る
壁
が

低
く
な
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
保
育
所
を
併
設
し

た
施
設
園
芸
を
利
用
し
て
の
、

子
育
て
中
の
親
や
、
時
間
的
な

制
約
が
あ
る
方
な
ど
、
だ
れ
も

が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
の
創

出
を
図
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
農
林
水
産
業
の
深
刻

な
後
継
者
不
足
に
対
す
る
今
後

の
対
応
を
伺
う
と
と
も
に
、
市

内
の
農
場
等
を
活
用
し
て
の
一

鉢
地
主
の
募
集
に
よ
り
、
都
会

の
住
民
が
本
市
の
農
業
に
か
か

わ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
構
築

で
き
な
い
か
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

提
案
の
趣
旨
に
沿
い
調
査
、
研

究
す
る
と
と
も
に
、
後
継
者
育

成
に
つ
い
て
受
け
入
れ
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い

市
長

　
保
育
所
を
併
設
し
た
施
設
園

芸
を
利
用
し
た
雇
用
対
策
に
つ

い
て
は
、
保
育
所
の
整
備
に
県

の
認
可
を
要
す
る
が
、
議
員
の

協
力
を
得
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
農
林
水
産
業
の
後
継

者
育
成
に
当
た
っ
て
は
、
経
営

の
安
定
や
観
光
産
業
と
の
連
携

等
に
係
る
施
策
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
就
業
に
係
る
受
け
入
れ

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
一
鉢
地
主
等
都
市

間
交
流
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
新
病
院
建
設
に
関
連
す
る
、

健
康
診
断
の
実
施
、
カ
ー
ド

情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

■
公
共
へ
リ
ポ
ー
ト
の
活
用

　
・
防
災
的
活
用
に
つ
い
て

　
・
医
療
的
活
用
に
つ
い
て

　
・
観
光
的
活
用
に
つ
い
て

伊
東
駅
周
辺
を
初
め
と
す
る

市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う

農
林
水
産
業
振
興
策
と
し
て
、

保
育
所
を
併
設
し
た
施
設
園

芸
の
利
用
、
後
継
者
の
育
成
、

一
鉢
地
主
都
市
間
交
流
の
実

施
に
対
す
る
考
え
を
伺
う

市 議 会 だ よ り
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母子家庭自立支援給付金等の
事業を紹介したハンドブック

伊東港観光桟橋

会派民政

浅田良弘議員

正風・興志会

土屋　進議員

公明党

楠田一男議員

﹁
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
﹂
が

改
正
さ
れ
、
県
な
ど
で
実
施
さ

れ
て
い
た
﹁
母
子
家
庭
等
就
業

自
立
支
援
事
業
﹂
が
市
で
実
施

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
県
内
の

本
市
以
外
の
各
市
で
﹁
母
子
家

庭
自
立
支
援
給
付
金
﹂
制
度
の

創
設
を
図
り
、
母
子
家
庭
等
の

就
業
対
策
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

利
用
条
件
が
厳
し
い
が
、
要
望

が
あ
れ
ば
実
施
し
て
い
く

市
長

　
給
付
金
に
は
、
母
子
家
庭
の

母
の
資
格
取
得
の
た
め
の
高
等

技
能
訓
練
促
進
費
や
、
資
格
取

得
等
の
講
座
を
受
講
し
た
際
の

教
育
訓
練
給
付
金
な
ど
が
あ
る

が
、
利
用
条
件
が
厳
し
い
た
め
、

問
い
合
わ
せ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
今
後
、
要
望
が
あ
れ
ば
実
施

を
し
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
平
成
二
一
年
度
か
ら
、
小
学

校
五
、
六
年
生
に
外
国
語
活

動
が
必
修
化
さ
れ
る
が
、
各

小
学
校
、
保
護
者
へ
の
説
明

や
準
備
は
さ
れ
て
い
る
か

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
拡
大
防
止
や
健
康
危
機
管

理
体
制
の
強
化
の
必
要
性

■
﹁
馬
場
の
平
﹂
ス
コ
リ
ア
採

取
に
対
す
る
市
長
の
考
え
方

　
伊
東
港
観
光
桟
橋
の
今
後
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
今
年
六
月
に
、
ジ
ェ

ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
接
岸
に
係
る
試

行
運
転
が
実
施
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
早
期
の
伊
東
︱
大

島
航
路
再
開
を
切
望
す
る
が
、

復
活
の
見
通
し
を
伺
う
。

浮
き
桟
橋
の
設
置
を
計
画
し
、

就
航
の
可
能
性
に
つ
い
て
東
海

汽
船
等
と
検
討
す
る
予
定

市
長

　
二
一
年
度
に
既
存
の
桟
橋
部

分
の
補
強
、
二
二
年
度
に
浮
き

桟
橋
の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
東
海
汽
船
が
運
行

の
安
全
性
等
の
確
認
テ
ス
ト
を

実
施
し
、
熱
海
土
木
事
務
所
、

市
の
三
者
で
就
航
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
い
で
ゆ
橋
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
へ

の
取
り
組
み
と
進
捗
状
況

■
県
道
中
大
見
八
幡
野
線
第
三

工
区
の
進
捗
状
況
等

■
十
足
地
区
の
安
全
対
策
等

■
十
足
か
ら
大
池
小
ま
で
の
市

道
の
整
備
計
画
と
安
全
対
策

■
国
民
文
化
祭
・
し
ず
お
か
二

〇
〇
九
の
本
市
の
取
り
組
み

　
わ
が
党
は
、
一
九
九
九
年
に

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て

き
た
。
こ
れ
を
受
け
林
野
庁
は
、

﹁
花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り

対
策
事
業
﹂
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

花
粉
症
の
症
状
緩
和
対
策
に
力

を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
県
で
は
ど
の
よ
う

な
花
粉
症
対
策
を
講
じ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
本
市
と
し
て
は

い
か
が
か
。

﹁
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付

金
﹂
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

静
岡
県
と
本
市
の
花
粉
症
対

策
に
つ
い
て

伊
東
港
観
光
桟
橋
の
今
後
の
整

備
計
画
及
び
伊
東
︱
大
島
航
路

の
復
活
見
通
し
に
つ
い
て

市政全般について質問/6議員が登壇
（登壇順に掲載）

市 議 会 だ よ り
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殿山交差点付近

新市民病院が建設される
旧伊東スタジアム

花粉症対策のＰＲ用パンフレット

会派民政

横沢　勇議員

日本共産党

重岡秀子議員

清峰クラブ

井戸清司議員

国
道
一
三
五
号
の
殿
山
か
ら
吉

田
ま
で
の
四
車
線
化
に
つ
い
て

県
と
連
携
し
花
粉
症
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く

市
長

　
県
で
は
、
植
栽
す
る
杉
等
の

苗
木
を
少
花
粉
品
種
に
転
換
す

る
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
強
度
間

伐
事
業
を
実
施
し
、
花
粉
発
生

源
の
縮
減
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
県
と
連
携
し
た
ス

ギ
花
粉
症
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
準
用
河
川
対
島
川
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

■
﹁
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
﹂
の
現
況
に
つ
い
て

■
﹁
健
や
か
で
魅
力
あ
ふ
れ
る

元
気
な
﹃
伊
東
﹄
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
に
つ
い
て

　
担
当
の
熱
海
土
木
事
務
所
に

よ
る
と
、
四
車
線
化
は
、
渋
滞

緩
和
と
地
震
災
害
へ
の
備
え
の

た
め
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

小
室
一
丁
目
の
住
民
に
は
、
市

街
地
方
面
へ
の
右
折
に
影
響
す

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
殿
山
か
ら
川
奈
口

間
に
は
右
折
可
能
な
交
差
点
の

新
設
が
困
難
で
あ
り
、
既
存
の

交
差
点
の
利
用
に
お
い
て
も
、

幅
員
が
狭
く
、
危
険
が
伴
う
た

め
、
周
辺
の
道
路
整
備
も
あ
わ

せ
て
実
施
す
る
必
要
性
を
感
じ

る
が
、
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
測
量

に
係
る
民
地
へ
の
立
ち
入
り
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

市
長

　
熱
海
土
木
事
務
所
と
と
も
に
、

地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
測
量

に
係
る
民
地
へ
の
立
ち
入
り
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
中
央
分
離
帯
の
設
置

は
同
所
が
判
断
す
る
が
、
通
過

車
両
が
多
く
、
信
号
機
の
な
い

交
差
点
か
ら
の
右
折
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
小
室
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
か
ど

の
球
場
、
城
星
市
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
整
備
計
画

■
図
書
館
の
充
実
に
向
け
た
蔵

書
の
あ
り
方

　
伊
東
市
地
域
医
療
施
設
設
置

審
議
会
の
救
急
医
療
体
制
に
係

る
最
終
答
申
や
、
﹁
山
越
え
し

な
い
で
済
む
病
院
を
﹂
と
い
う

市
民
の
願
い
は
、
新
病
院
構
想

の
中
で
ど
の
程
度
生
か
さ
れ
、

前
進
で
き
る
の
か
。

　
ま
た
、
構
想
で
は
、
循
環
器

科
の
医
師
の
増
員
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ

︵
冠
動
脈
疾
患
集
中
治
療
室
︶

等
も
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
救

急
診
療
に
関
し
て
は
、
ど
の
よ

う
な
対
応
が
で
き
る
の
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｕ
︵
集
中
治
療
室
︶
・
Ｃ

Ｃ
Ｕ
等
を
整
備
し
、
救
急
部
門

を
充
実
し
て
い
く

市
長

　
市
内
で
対
応
が
難
し
い
場
合

は
、
市
外
に
搬
送
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
市
立
伊
東
市
民
病

院
は
第
二
次
救
急
医
療
機
関
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
第
三
次
救
急
医
療
機
関
と

連
携
し
て
い
く
。

　
新
病
院
で
は
、
市
民
の
要
望

が
多
か
っ
た
診
療
科
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
を

整
備
し
、
救
急
部
門
を
充
実
し

て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
新
病
院
建
設
に
つ
い
て
四
点

■
書
道
教
育
に
つ
い
て

　
平
成
一
二
年
の
地
方
自
治
法

の
大
幅
改
正
か
ら
続
く
地
方
分

権
へ
の
流
れ
の
中
で
、
新
た
な

地
域
行
政
の
あ
り
方
を
探
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

観
点
か
ら
、
全
国
市
長
会
が
答

申
し
た
﹁
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
﹂
に
基
づ
く
、
本
市
の
発
展

と
市
民
の
充
足
感
の
あ
る
暮
ら

し
の
実
現
に
向
け
た
、
今
後
の

新
病
院
に
お
け
る
救
急
医
療

体
制
に
つ
い
て

新
し
い
時
代
に
向
け
、
地
域

行
政
に
係
る
枠
組
み
の
見
直

し
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う

市 議 会 だ よ り
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別荘分譲地（大室高原）

地
域
行
政
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

行
政
区
や
分
譲
地
自
治
会
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
く

市
長

　
一
昨
年
か
ら
、
分
譲
地
自
治

会
と
の
懇
談
会
を
開
催
す
る
等
、

相
互
理
解
を
深
め
、
諸
課
題
の

解
決
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
枠
組
み
に
つ
い
て
は

本
市
の
根
幹
に
か
か
わ
る
課
題

で
あ
る
の
で
、
行
政
区
や
分
譲

地
自
治
会
等
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
特
別
支
援
教
育
に
係
る
現
状

の
把
握
と
今
後
の
あ
り
方

■
民
間
介
護
サ
ー
ビ
ス
研
究
所

の
破
産
管
財
処
理
に
係
る
、

本
市
へ
の
返
還
金
の
金
額
等

■
地
域
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
行
政
区
に
係
る
課
題
等

ごみの収集 

観光客でにぎわうさくらの里 

問

　敬老事業の開催について伺う。

答

　町内会、老人会単位の開催を

想定しており、将来的には、地

域に根ざした事業への発展を期

待しているが、観光会館におけ

る記念行事も、従来どおり、規

模を縮小しての開催を予定して

いる。

問

　国文祭を一過性で終わらせな

いための対応を伺う。

答

　デザイン大賞や詩集のカバー

の大賞作品は、木下杢太郎記念

館において、国文祭終了後も使

用していく。

　また、木下杢太郎にちなんだ

新しい歌を作曲するが、ＣＤ化

等も含め、歌い継いでいきたい

と考えている。

問

　さくらの里ユニバーサルデザ

イン整備事業及びユニバーサル

デザイン化事業の内容を伺う。

答

　前者は、２基あるトイレのう

ち、さくらのお陽殿に身障者用

トイレを増設するとともに、園

内の遊歩道整備を実施し、また、

後者は、利用者の多い観光会館

の多目的トイレの整備を考えて

いる。

問

　現行の水道料金で、いつまで

事業経営が可能なのか。

答

　現在策定中の水道ビジョンで

は、余裕資金が５億円を下回ら

ない限り料金改定の必要はない

ことから、大規模な工事等が発

生しなければ、今後10年間は料

金改定に及ばない見通しである。

問

　伊東市税賦課徴収条例の改正

内容について伺う。

答

　新たに住民税控除の対象とな

る寄附金が追加され、市内では、

伊東市社会福祉協議会を初め、

９つの社会福祉法人が該当する

ことになる。平成22年の申告

から適用となるが、これに備え

ＰＲに努めたい。

問

　ごみの有料化が開始され、約

４カ月を経過したが、ごみの排

出量の推移について伺う。

答

　１月の排出量を昨年と比較す

ると、約14％の減量となって

おり、減量化及び再資源化に取

り組む意識が浸透してきている

と考える。

総務委員会 観光建設委員会 福祉文教委員会

国文祭に向けたカウントダウンによるＰＲ 

◆詳細は、市議会会議録の委員会審査報告をごらんください。 
◆市議会会議録は、市役所、図書館、各コミュニティセンターにあるほか、ホームページでもごらんになれます。 

〜委員会審査の中から〜

市 議 会 だ よ り
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編 集 後 記
　
桜
吹
雪
の
舞
う
、
う

ら
ら
か
な
春
の
日
差
し

の
中
、
真
新
し
い
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
に
、
元
気

に
学
校
へ
通
う
子
供
た

ち
の
姿
が
、
と
て
も
ほ

ほ
笑
ま
し
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
に
資
す
る
環
境
づ

く
り
は
、
市
民
の
願
い
で
あ
り
、

行
政
の
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
﹁
元
気
な
子

ど
も
の
声
が
す
る
ま
ち
伊
東
﹂

を
つ
く
る
た
め
、
活
発
に
議
論

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
︵
委
員
長
︶

議
会
報
編
集
委
員
会

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

伊
東
市
大
原
二
丁
目
一
番
一
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
︵
三
二
︶
一
九
八
一

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
三
八
︶
六
九
一
六

次
回
六
月
定
例
会
は

六
月
一
五
日
開
会
予
定
で
す

議
会
改
革
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
中
間
報
告

特
別
委
員
会
中
間
報
告 
特
別
委
員
会
中
間
報
告 

議
会
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　委
員
提
起
事
項
を
協
議

　
一
二
月
二
二
日
及
び
一
月
二

七
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
委

員
か
ら
の
提
起
事
項
に
関
す
る

協
議
を
行
っ
た
。

　
一
点
目
の
議
員
倫
理
条
例
等

の
制
定
に
関
す
る
協
議
で
は
、

大
勢
は
制
定
に
前
向
き
で
あ
っ

た
が
、
該
当
事
例
も
な
い
こ
と

か
ら
、
不
必
要
で
あ
る
と
の
意

見
も
出
さ
れ
る
中
、
他
市
の
条

例
等
を
参
考
に
、
こ
れ
ま
で
の

協
議
も
踏
ま
え
、
新
た
な
案
文

を
作
成
し
、
こ
れ
を
も
と
に
協

議
を
進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　
議
会
事
務
局
体
制
の
強
化
で

は
、
法
制
担
当
等
人
材
の
確
保

に
関
し
論
議
が
さ
れ
、
議
員
活

動
充
実
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

た
め
の
事
務
局
体
制
の
強
化
策

と
し
て
、
局
長
の
部
長
職
待
遇

及
び
議
事
法
制
担
当
の
配
置
等

を
当
局
に
求
め
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

機
能
面
を
重
視
し
つ
つ
、

　
　
　
　
建
設
費
削
減
に
努
力

　
二
月
二
日
、
委
員
会
を
開
催
、

当
局
か
ら
、
新
病
院
建
設
基
本

設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
決
定
案
の

修
正
に
関
し
報
告
が
さ
れ
た
。

　
公
立
病
院
の
必
要
な
機
能
保

持
を
基
本
に
、
厳
し
い
財
政
状

況
と
後
年
度
負
担
を
考
慮
し
、

建
設
費
の
縮
減
に
努
め
た
結
果
、

延
床
面
積
圧
縮
の
た
め
、
曲
線

構
造
か
ら
直
線
基
調
の
四
角
い

建
物
へ
と
変
更
し
、
二
万
㎡
を

超
え
て
い
た
延
床
面
積
を
一
万

八
五
〇
〇
㎡
ま
で
圧
縮
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
の
報
告
が
さ
れ

た
。

　
委
員
か
ら
、
変
更
後
も
提
案

時
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
は
守
ら

れ
て
い
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
審
査
で
最
も
評
価
の
高
か

っ
た
、
利
用
者
に
わ
か
り
や
す

く
、
職
員
が
働
き
や
す
い
配
置

で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て

調
整
し
た
と
の
答
弁
が
さ
れ
た
。

医
療
問
題
特
別
委
員
会

政治家が選挙区内にある者に対して寄附をすること。

有権者が、威迫して、あるいは政治家を陥れる目的で

寄附を求めること。

後援団体が、選挙区内にある者に対して花輪、香典、

祝儀などを出すこと。

政治家が選挙区内にある者に対し、答礼のための自筆

によるものを除き、年賀状等、時候のあいさつ状を出

すこと。

政治家や後援団体が、選挙区内にある者に対する有料

のあいさつ広告を出すこと。

　議員や有権者が、次の行為を行うことは法令で禁止され、

処罰の対象となりますので、ご理解いただきますよう、お

願いいたします。

１

２

　

３

　

４

　

５

○政治家は有権者に　　　
　寄附を贈らない

○有権者は政治家に　　　
　寄附を求めない

○政治家から有権者への　
　寄附は受け取らない

傍聴席から見た本会議の様子

　
市
政
に
対
す
る
真
剣
な
議
論

や
、
あ
な
た
が
貴
重
な
一
票
を

投
じ
た
議
員
の
発
言
な
ど
を
直

接
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
傍
聴
席
入
り
口
で
記
名
等
を

し
て
い
た
だ
く
だ
け
の
簡
単
な

手
続
き
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
、
議
会
事
務
局
︵
市
役
所
低

層
棟
三
階
︶
ま
で
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃〃

西

島


彰

井

戸

清

司

竹

田

昭

直

鳥

居

康

子

重

岡

秀

子

稲

葉

正

仁

市 議 会 だ よ り
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